外来・通所　カンファレンス記録
	平成19年　5月　14日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　中居　則子　　記録　月舘　幸子

　
	A.O.M.
	S.G.M.

	
	
	
	
	

	下舘
	小笠原
	服部
	木村
	月舘
	中居
	上平
	川井
	山田
	中野渡

	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	谷藤
	田中

	○
	業務


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
<連絡事項>

· 5/18（金）13時から弘前ホスピタリティーアカデミーのＯＴ学生が見学予定。

· 5/16（水）から新人職員のローテーション開始。

<外来情報>

・森田　清助様～花粉症は軽減し、頭痛もないとの事。アレルギー用剤（アレグラ）の処方中止。

・我満　奈津紀様～第2子がほしいと言う気持ちが諦めきれないとの事。主治医より、第2子出産後に経済的・心身の負担が増える為、今の子育てに集中した方が良いと助言あり。

　　　　　　　　　家事の面では「掃除を頑張らなきゃ」と思っているとの事。「お腹がジリジリ痛い」

　　　　　　　　　との訴えあり胃薬（ＦＫ散）が処方される。

· 晴山　美智子様～仕事に通っているとの事。「心臓が痛い。タバコかな？肺かな？太りすぎかな？」

　　　　　　　　　と話され心電図検査施行。（結果は来週説明予定）食欲があり、友人に食事に誘われると断れず、たくさん食べてしまい親から「頭からきている」と言われ入院かなあと気にしていると話されている。

＜利用者様情報＞

· 繁名　和恵様～昼、スタッフに幻聴について相談あり。「幻聴はブーンと物音のように聞こえ、　　

現実と区別がつく。また、夜間不眠となり日中眠くなる」との事。昼食後、「レース編みをしていたらビデオの音が胸に詰まり、鼻と喉の間に穴が開いた」と不調の訴え聞かれている。

　スタッフより、

1 服薬をきちんとする事

2 生活リズムの保持

3 幻聴が一時的に軽い時は趣味的なものに取り組む事

以上３つを助言。鼻と喉の違和感についてうがいを勧めると安心されている。

⇒本人をとりまく環境が刺激的なものか観察し安心出来る場を提供する。又、

　訴えを聴き不安の軽減に努める。

· 井畑　光湖様～本日、頭痛の為欠席。昼、本人からリストカットをしたと通所に電話あり。

　　　　　　　　　「調子がのらなくて週末は気分が落ち込んでいた」と話され、理由については「金曜日デイケアメンバーに無視された」とのこと。出血は微量との事。スタッフからお母様に連絡し様子を見るようお願いする。主治医・関係機関へ情報提供している。（明日外来受診）

· 清川　厚子様～本日、通所・青山荘担当スタッフで面談実施。

　　　　　　　　（デイケア利用目的）他者と交流をはかる。

　　　　　　　　（本人がやりたい事）ＳＳＴ・料理教室・栄養指導

　　　　　　　　（今後の約束事）通所日は休まず、10時から16時まで過ごしプログラムに参加する。

　　　　　　　　　　　　　　　体重・腹囲測定は週1回（月曜日）

※週間予定～・デイケア（月・火・木・金）　

・入浴（火・木・金）青山荘で実施

・洗濯（水・金・日）　　〃　　　　　

・掃除（土曜日の午前）　〃

・訪問看護（土曜日の午後）〃　　

※その他の情報～保護者の夫は以前より協力的である。

· 種本　サハ様～金曜日、歯科受診され抗生剤など内服薬処方される。

· 高島　吉太郎様～青風荘より情報提供あり。夜間、失禁ある為トイレ誘導実施して行くとのこと。

＜転倒・転落リスクアセスメント＞
・進め方について

①チェックリストの点数確認　②問題点への対応策　　⇒3ヶ月毎に確認していく。

・アセスメント

馬渡　武光様（67歳）

①１１点（危険度Ⅲ）

②移動時の姿勢に下記のような転倒の危険性がある為、見守り・声かけを繰り返していく。

　・ポケットに手を入れて歩く。

　・腕組みをして走る。

　・帽子を深くかぶり、視界を狭める。

＜新棟移動後の流れの検討＞
· 21日から新棟引越しの準備開始に伴い、業務一連のシュミレーションを実施し準備していく事を確認していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　→確認する事

· 鍵の保管場所　　　

· 日用品発注方法　　　　　　　　

· ごみ捨て場　使用コピー機　　

· 問診や外来受診者の所在確認について　

· 電話機について（ＰＨＳ・固定）

· 布団交換のルート　

· タイムカードの打刻場所










